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 このたびは、「かながわグランドデザイン 評価報告書 2021」に

対するご意見、ご提案をいただき、誠にありがとうございました。 

皆様からいただいたご意見、ご提案の反映・検討状況を整理した

「かながわグランドデザイン 評価報告書 2021」県民参加意見整理台

帳を作成しましたので、ご報告いたします。 

今回、いただいたご意見の多くは、「かながわグランドデザイ

ン」の施策等で既に取り組んでおります。また、その他参考となる

ご意見も多くいただいておりますので、今後の計画推進の中で引き

続き検討してまいります。                                             

今後とも、県政運営に対するご意見、ご提案をお寄せいただけれ

ば幸いです。 

 

  

令和 5年４月 28 日 

 

              神奈川県政策局政策部総合政策課長 



 

 

○ この「かながわグランドデザイン 評価報告書 2021 県民参加意見整理

台帳」は、「かながわグランドデザイン 評価報告書 2021」に対する県民

の皆様のご意見、ご提案について、今後、県政にどのように反映していく

か、またはどのような検討状況にあるかをお示しするものです。 

 

 

○ 対象としたご意見等は次のとおりです。 

 

 

 ●県民参加期間   2022(令和4)年７月22日～2023(令和5)年１月31日 

     意見総数  合計 １１３件     

  

  

 

 

○ この台帳はインターネットのホームページにも掲載しています。  

ＵＲＬ https:// www.pref.kanagawa.jp/docs/r5k/pub/c2597937.html  

  

 

【問合せ先】 

ご意見の反映状況や施策・事業の内容について、より詳しくお知りになり

たい場合は、次の窓口で一義的に対応をさせていただきますのでお問い合わ

せ下さい。 

  

神奈川県政策局政策部総合政策課計画グループ 

 TEL 045-210-1111（代表） 

    TEL 045-210-3061（直通） 

    FAX 045-210-8819 

                



 

 

 

「かながわグランドデザイン 評価報告書 2021」 

県民参加意見整理台帳の記載内容 

 

記載例 

 

意見整理 

番号 

意見要旨 反映

区分 

反映状況の説明 関連局 

22G012345 グランドデザ

インを・・・ 

２ 「かながわグラン

ドデザイン」は・ 

  政策局 

                  
 

記載の区分 

 

① 意見整理番号 

いただいたご意見等の整理番号です。 

 

② 意見要旨 

県民の皆様からいただいたご意見等を要約しています。 

一通のお手紙等にいくつかの内容が含まれているものについては、

それぞれ別に整理しました。 

 

③ 反映区分 

総合計画推進への反映状況についての番号で記載しています。 

記載方法は４種類あり、それぞれの意味は次のとおりです。  

１ 事業推進に反映するもの 

   （意見の趣旨を事業推進や予算等に反映させた場合）  

２ 既に取り組んでいるものもの 

「かながわグランドデザイン」において取組み中の事業、または、

他の事業等で既に実施している場合）    

３ 今後の参考とするもの 

（事業展開の方向性や考え方などが参考となる場合） 

  ４ 反映できないもの 

（事業主体が国、市町村などで県が関わらない事業や法令等で規定

されているなど、県として実施することが困難、または既に終了

した事業など反映させることが困難な場合） 

 

④ 反映状況の説明 

ご意見等に対する県の反映状況を記載しています。 

 

⑤ 関連局 

ご意見等の内容について対応した県の局名を記載しています。 



 

 

 

 

 

 

 

「かながわグランドデザイン 評価報告書 2021」

に対していただいたご意見等 

 

 

 

 

 

 



かながわグランドデザイン　評価報告書2021
県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G00101

自主防犯活動団体の登録数が減
少してきているが、減少の原因
を分析して、何か対策を講じて
いるのか。

2

ご意見については、安心及び身
近な犯罪の予防・検挙活動の事
業推進の中で既に取り組んでい
ます。

くらし安全防災局
警察本部

22G00102

特殊詐欺が増加していると新聞
報道等で見るが、被害防止に迷
惑電話防止機能付き機器が大変
有効だと聞いたので、県が高齢
者宅に設置してあげれば、被害
が減るのではないか。

2

ご意見については、悪質重要犯
罪対策の事業推進の中で既に取
り組んでいます。なお、令和２
年度から令和４年度までの３年
間の計画で、市町村と連携して
迷惑電話防止機能付き機器の購
入補助を実施してきました。

くらし安全防災局
警察本部

22G00301

交番の廃止をよく聞くが、県民
の安全・安心のために、交番の
数を減らすことには反対であ
る。

3

県では、神奈川県警察交番等整
備基本計画に基づいて、交番の
統合を推進しています。交番統
合を実施した地域には、警察施
設・装備の整備の事業推進とし
て、アクティブ交番を運用する
などして、治安水準の維持に努
めています。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていだだきま
す。

警察本部

22G00401

今年に入って、厚木市、横浜市
で児童虐待により、幼い命が奪
われる事件が相次いで発生して
いるが、どちらも児童相談所の
不手際が指摘されている。しか
し、根本的に児童相談所職員不
足も指摘されているから、職員
の増員は出来ないのか。

2

児童福祉司については、国の示
す配置基準の充足に向けて、職
員の増員を図っていますが、現
状では基準を満たすには至って
いません。引き続き、人材確保
に努めていきます。

福祉子どもみらい局

22G00501
霊感商法への対策にしっかりと
取り組んで欲しい。

2

ご意見については、 安心及び
身近な犯罪の予防・検挙活動の
事業推進の中で既に取り組んで
います。

くらし安全防災局
警察本部

22G00601

保育園の送迎バスで園児が置き
去りにされ、幼い命が奪われた
が、二度とこのようなことが起
きないように、県内全ての保育
園、幼稚園などに送迎バスを点
検して欲しい。

2

ご意見については、幼稚園等に
対する緊急点検や実地調査の実
施など既に取り組んでおり、さ
らに、送迎バスへの安全装置の
設置等の支援を引き続き進めて
いきます。

福祉子どもみらい局

1/39ページ



かながわグランドデザイン　評価報告書2021
県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G00701

県警の防犯メール「ピーガルく
ん子ども安全メール」で流れて
くる情報をTwitterで情報発信
すれば、多くの人に注意喚起が
出来るので、是非お願いした
い。

3

「ピーガルくん子ども安全メー
ル」は、発生した犯罪等につい
て個別具体的な内容等を発信し
ており、ツイッターはシステム
上、お知らせ等を配信する役割
を担っています。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

警察本部

22G00801

県立の知的障害者施設で入所者
への虐待などがあったと報道さ
れていたが、人権意識をしっか
りと持ってもらいたい。

2

県立施設において虐待が発生し
たことについては、大変重く受
け止めています。職員の人権意
識が欠如していたという指摘も
あり、県として、虐待が発生し
た原因等をしっかりと検証し、
今後、二度と虐待事案を起こさ
ないよう、しっかりと再発防止
に取り組んでいきます。

福祉子どもみらい局

22G00901

コロナの長期化の影響で将来へ
の不安から「産み控え」が起き
ていると指摘され、少子化に拍
車がかかっているが、少子化対
策をしっかりと行って欲しい。

2

ご意見については、結婚・妊
娠・出産・育児の切れ目ない支
援の事業推進の中で既に取り組
んでいます。

福祉子どもみらい局

22G01101
脱炭素社会の実現に向けて、
しっかりと取り組んでもらいた
い。

2
ご意見については、環境の事業
推進の中で、既に取り組んでい
ます。

環境農政局

22G01201
特別自治市構想に関する報道を
見かけるが、県民にとってメ
リットがあることなのか。

3

特別自治市構想が実現した場
合、コロナ禍における広域での
入院・搬送調整や、災害対応と
いった県の総合調整機能に支障
が生じるほか、県内全域で現行
水準の行政サービスが提供でき
なくなるなど、県民の皆様に大
きな影響を及ぼす懸念があると
考えています。

政策局

22G01301

PJ4「障がい児・者」のKPI（重
要業績評価指標）に、「ともに
生きる社会かながわ憲章」を
「知っている」または「言葉は
聞いたことがある」と答えた人
の割合とあるが、重要業績評価
の指標として適正なのか。

3

重要業績評価の指標について
は、ご意見を参考にしながら、
次期計画を策定する中で検討し
ていきます。

福祉子どもみらい局

2/39ページ



かながわグランドデザイン　評価報告書2021
県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G01401
ベトナムフェスタのような海外
との交流を増やし、企業誘致な
どを積極的にしてもらいたい。

2

ご意見については、多文化共生
の事業や企業立地や設備投資な
どの促進の事業推進の中で既に
取り組んでいます。

国際文化観光局
産業労働局

22G01501

ベトナムのように海外との交流
は積極的に行ってもらいたい
が、桃泥棒などベトナム人の犯
罪が外国人犯罪で一番多くなっ
ていると聞いたことがある。外
国人を積極的に受け入れるのな
ら、今後の治安に与える影響も
考慮し対策をしたうえで受け入
れてもらいたい。

2

ご意見については、雇用、多文
化共生及び組織犯罪対策の事業
推進の中で既に取り組んでいま
す。

国際文化観光局
産業労働局
警察本部

22G01601
報告書が全体的に横文字が多
く、分かりづらい。

3

県の取組みを分かりやすく知っ
ていただけるよう、今後とも工
夫を凝らした冊子作成、情報発
信に努めていきます。

政策局

22G01701
県のＳＮＳの使い方が下手だ。
YouTubeの再生回数も少なすぎ
るし、費用対効果が悪すぎる。

3

YouTubeなどのSNSを活用した広
報は重要であり、ご意見につい
ては、今後の取組みの参考とさ
せていただきます。

政策局

22G01801

ヘルプマークの普及啓発をして
いるが、本当に必要としている
人が使用しているのかと疑問を
感じる。使用する側の人にも
しっかりと趣旨を理解させても
らいたい。

2
ご意見については、障がい児・
者の事業推進の中で既に取り組
んでいます。

福祉子どもみらい局

22G01901
「未病」の言葉の意味が県民に
伝わっていない。

3

「未病」の言葉の意味を県民に
分かりやすく伝えるためにも、
未病改善にかかわる分かりやす
い目標を設定するとともに、県
民に成果を示していくことが必
要であると考えており、ご意見
については、今後の取組みの参
考とさせていただきます。

健康医療局

3/39ページ



かながわグランドデザイン　評価報告書2021
県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G02001

電気代等が高騰しているが、県
民が平穏に暮らしていけるよう
にしっかりと対策をして欲し
い。

2

キャッシュレス決済により買い
物をした際にポイントを還元す
る「かながわＰａｙ」を実施し
て消費を喚起し、物価が高騰す
る中で、事業者・消費者を支援
しています。また、コロナ禍や
物価高騰の影響を受ける県民の
方々を支援するため、「神奈川
県生活困窮者対策推進本部」を
設置し、全庁体制で生活困窮者
対策の取組みを進めています。

福祉子どもみらい局
産業労働局

22G02101

以前、詐欺の電話がかかってき
たが、その後、娘が設置してく
れた迷惑電話防止機能付き機器
のおかげで、一切迷惑電話がか
かって来なくなったので、無料
で設置できるようにすれば、被
害が減ると思う。

2

ご意見については、悪質重要犯
罪対策の事業推進の中で既に取
り組んでいます。なお、令和２
年度から令和４年度までの３年
間の計画で、市町村と連携して
迷惑電話防止機能付き機器の購
入補助を実施してきました。

くらし安全防災局
警察本部

22G02201
介護を必要とする人に、必要な
介護がいきわたるようにしても
らいたい。

2
ご意見については、高齢者の事
業推進の中で既に取り組んでい
ます。

福祉子どもみらい局

22G02301

2025年には32万人、2040年には
69万人の介護職が不足すると聞
いたが、神奈川県もしっかりと
対策して欲しい。

2

介護人材の養成・確保について
は、2025年、2040年に向け、喫
緊の課題と認識しており、関係
機関と連携して取組みを進めて
いるところです。

福祉子どもみらい局

22G02401
ＳＤＧsは、本当に必要な施策
なのか疑問を感じる。

3

ＳＤＧｓの理念は、県がこれま
で進めてきた「いのち輝くマグ
ネット神奈川」の取組みと軌を
一にするものと考えており、Ｓ
ＤＧｓ達成に貢献する様々な政
策を積極的に実施しています。
県調査において、ＳＤＧｓの認
知度が８割を越えたことを踏ま
えて、実践に向けた動きを本格
化させる施策に取り組んでいま
す。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

政策局

4/39ページ



かながわグランドデザイン　評価報告書2021
県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G02501

子どもが車内に置き去りにされ
て亡くなった虐待事案があった
が、二度と起きないようにして
もらいたい。

2

ご意見については、犯罪のない
安全・安心まちづくりの推進の
事業推進の中で既に取り組んで
います。さらに、本事案につい
ては、現在、第三者による外部
検証委員会が開かれており、検
証委員会からの提言などを踏ま
え、再発防止に取り組んでいき
ます。

福祉子どもみらい局
警察本部

22G02601

介護人材だけでなく、ベトナム
やフィリピンなどの外国籍の
方々を積極的に活用すべきであ
る。

2
ご意見については、 雇用の事
業推進の中で既に取り組んでい
ます。

産業労働局

22G02701
コロナの感染対策を気を緩め
ず、しっかりと取り組んでもら
いたい。

3

新型コロナの感染対策について
は、必要な医療が提供されるよ
う引き続き取り組んでいきま
す。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

健康医療局

22G02801
韓国の梨泰院のような雑踏事故
が、神奈川県では絶対に起きな
いようにしてもらいたい。

2

ご意見については、災害、テロ
などの警備情勢への対応の事業
推進の中で既に取り組んでいま
す。

警察本部

22G02901

プロジェクト９「減災」
ＫＰＩの進捗状況　Ｃ　災害に
強いまちづくり

①②③とも目標値が低く設定し
ているのではないか。初めか
ら、事業計画に合わせて目標値
を設定しているので途中で達成
するのではないか。また、必要
な整備量全体が示されないと、
単年度進捗目標の適正が判断で
きない。例えば①護岸の整備毎
年300メートル程度の目標とい
うのが適正な整備目標なのか分
からない。直感的には、もっと
整備する必要があるのではない
かと思慮される。

3

目標値の設定については、整備
に必要な用地取得の状況や過去
の整備状況等を踏まえ設定して
います。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

県土整備局

5/39ページ



かながわグランドデザイン　評価報告書2021
県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G03001

プロジェクト９「減災」
指標の動向「地震、台風、火災
などへの対策が十分に整ってい
ること」に関する満足度（2022
年度　目標値　17.0％）

十分整っていると満足すること
はリスク認知を下げてしまうの
で、自助・共助の目標値として
設定に問題があると考える。一
方で、公共事業に対する県民の
方の満足度とするならば、目標
値が低すぎる。

3

この満足度は、自助・共助だけ
でなく、公助を含めた災害対策
の指標として設定したもので
す。近年、全国的に災害が頻発
する中、県民の防災意識が高ま
り、相対的に満足度が低く推移
していると考えられるため、引
き続き災害対策を推進する必要
があると認識しており、ご意見
については、今後の取組みの参
考とさせていただきます。

くらし安全防災局

22G03101

プロジェクト９「減災」
総合計画審議会からの意見　２
つ目の意見「・・・浸水想定区
域での開発予抑制を検討するな
ど、・・・」について

浸水想定区域は、単純に開発抑
制という手段を選ぶのではな
く、高規格堤防の整備や、建物
の基礎高について浸水深を考慮
して高くしたり、まちづくりに
輪中のような考え方をしたりす
ることも必要ではないか。

3

気候変動の影響による降水量の
増加に対応するため、県では流
域のあらゆる関係者が協働して
水害軽減に取り組む流域治水を
推進しています。
ご意見については今後の取組み
の参考とさせていただきます。

県土整備局

22G03201

プロジェクト23「都市基盤」
ＫＰＩの進捗状況　Ａ　交流と
連携を支える交通ネットワーク
の充実

指標の動向に「道路の渋滞のな
いなど、・・・」と記載されて
いることを踏まえれば、自動車
専用道路の供用開始箇所も良い
が、例えば街中の渋滞箇所であ
る踏切と一般道路の立体交差化
は重要なことと認識している。
ＫＰＩとして踏切の立体化を入
れるべきではないか。

3

県では、道路部門の実施計画で
ある「かながわのみちづくり計
画」に鉄道等との立体交差化を
位置づけ、交通のボトルネック
の解消に取り組んでおり、ご意
見につきましては、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

県土整備局

6/39ページ
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22G03301

プロジェクト23「都市基盤」
ＫＰＩの進捗状況　Ｂ③　道路
施設の点検施設数（計画期間中
の累計）

目標の設定が当然実施すべき施
設の数のように受け止められ
る。点検してすべて安全だった
のか、不具合が見つかったもの
は修繕したのか、点検の結果へ
の対応も明らかにすべき。また
点検すべき施設の総数はどのく
らいあって、何年で終わらせる
のか、あるいは同じものを点検
しているのか、この説明では分
からない。

3

県では、道路施設を適正に維
持、管理していくため、施設の
点検を５年ごとに行い、劣化が
進む前に小規模な修繕を繰り返
すことで施設の長寿命化を図っ
ています。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

県土整備局

22G03401

プロジェクト23「都市基盤」
ＫＰＩの進捗状況　Ｂ③　道路
施設の点検施設数（計画期間中
の累計）

道路施設については、神奈川県
内では判定区分Ⅲ、Ⅳとなって
いるものが令和元年末時点で
951施設、その措置着手率は
20.6％に留まっている。早期に
100％にする必要があり、優先
順位の高い施設から改修等を進
めるべきである。一方で、ここ
のＫＰＩとして点検率が100％
以上の数字を見せることは、施
設が安全であるかのような間
違ったメッセージを出している
可能性があり、適正ではないと
考える。

3

県では、道路施設を適正に維
持、管理していくため、施設の
点検を５年ごとに行い、劣化が
進む前に小規模な修繕を繰り返
すことで施設の長寿命化を図っ
ています。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

県土整備局
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22G03501

プロジェクト23「都市基盤」
ＫＰＩの進捗状況　Ｂ④　河川
構造物の長寿命化　計画に沿っ
た計画的な維持管理施設数

この目標値25が何を示した数な
のか分からない。維持管理して
いる施設数を単純に示している
のであれば、「活力と魅力あふ
れる強靭なまちづくりの推進」
という目標に合致しているのか
疑問。毎年、長寿命化のために
何をしているのか、それは効果
があることなのか示すべきでは
ないか。

3

洪水調節施設を有するダムや遊
水地の水門等の数を目標値とし
ています。
これらについて長寿命化計画を
策定し、的確な点検・更新等に
より、中長期的なトータルコス
トの縮減や予算の平準化を図る
こととしています。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

県土整備局

22G03601

プロジェクト23「都市基盤」
ＫＰＩの進捗状況　Ｂ　活力と
魅力あふれる強靭なまちづくり
の推進

災害時におけるライフラインの
維持は強靭なまちづくりのため
に必要なことであり、電線の地
中化あるいは共同溝の整備は火
災や風水害、地震対策にも有効
であり、ＫＰＩの指標として入
れるべきではないか。

3

無電柱化については、緊急輸送
道路などの整備などの事業推進
の中で取り組んでいます。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

県土整備局

22G03701

川崎市や相模原市など、ヘイト
スピーチが行われていると聞く
が、ヘイトスピーチがなくな
り、外国籍の方々が安全に平穏
に暮らせるような社会にしてい
ただきたい。

2

県では、「ヘイトスピーチ、許
さない」という県の姿勢を示す
ため、「かながわ人権施策推進
指針」の中で、ヘイトスピーチ
について施策の方向性を位置付
けており、それに基づき、対策
を着実に進めていきます。ま
た、複雑・多様化する犯罪へ対
応の事業推進の中でも、既に取
り組んでいます。

福祉子どもみらい局
警察本部

22G03801
保育士が園児を虐待したニュー
スを聞いたが、県内で起きない
ようにしてもらいたい。

2
ご意見については、子ども・青
少年の事業推進の中で既に取り
組んでいます。

福祉子どもみらい局
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22G03802

保育士は、仕事量や仕事内容に
対して、給料が安すぎる。待遇
に対する不満なども虐待などの
要因となっていないかと思う。

2

保育士の確保にあたっては、保
育士の処遇改善等は重要である
と考えており、国に対して保育
士賃金の引上げなどを要望して
います。

福祉子どもみらい局

22G03901
電動キックボードのマナーが悪
すぎて怖い。交通安全教育を徹
底してもらいたい。

2

ご意見については、県民と一体
となった交通安全運動・対策の
事業推進の中で、既に取り組ん
でいます。

警察本部

22G04001
ヤードは外国人が中で何をやっ
ているか分からないので、しっ
かりと対策して欲しい。

2

産業廃棄物を保管しているヤー
ドについては、県条例等に基づ
き、保管場所の届出の義務付け
や立入検査等を実施し、適正に
保管するよう指導を行うととも
に、組織犯罪対策の推進の事業
推進の中で、必要に応じて県や
市の担当部局と連携を図りなが
ら引き続き対策に取り組んでい
きます。

環境農政局
警察本部

22G04002
県のイベントは、SNSをもっと
上手く使って、アピールするべ
きだ。

3

SNSでのイベントの告知等はイ
ベントを開催する各所属で個別
に検討、配信を行っています。
SNSを有効活用するためには、
各SNSの特性を理解したうえ
で、イベントに合わせて、適切
なSNS・内容・タイミングで掲
載することが重要であり、ご意
見については、今後の取組みの
参考とさせていただきます。

政策局
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22G04101

コロナ禍で、女性の自殺が増え
たと聞いたが、根本にある、貧
困等に対する対策と合わせて、
しっかりと対策して欲しい。

1

「かながわ女性の不安・困りご
と相談室」を設置し、不安や生
活上の課題を抱えた女性からの
相談受付や訪問支援及び適切な
行政窓口等への同行支援を行う
などのきめ細かい支援を実施し
ています。また、生活困窮者自
立支援法に基づき、各地域に、
一人ひとりの状況に合わせた包
括的な支援を行う相談窓口が設
けられており、適切な支援へつ
なげていきます。さらに、「こ
ころの健康づくりの推進」の一
環として、顧客の健康状態等の
変化に気づく可能性のある理容
師・美容師と連携し、相談窓口
を案内するリーフレットを配布
する取組みを実施しています。
また、女性の利用者の多い
Instagramで相談窓口につなが
る広告を表示させる取組みを行
います。

福祉子どもみらい局
健康医療局

22G04102

なんとか人口減少に歯止めをか
けないといけない。その場しの
ぎの対策ばかりではなく、しっ
かりと考えてもらいたい。

2

県では、「神奈川県人口ビジョ
ン」において、克服すべき２つ
の課題として「人口減少に歯止
めをかける」「超高齢社会を乗
り越える」を掲げ、その解決に
向けて「『合計特殊出生率』の
向上（自然増に向けた対策）」
「『マグネット力』の向上（社
会増に向けた対策）」「『未
病』の取組みによる健康長寿社
会の実現（超高齢社会への対
応）」の３つのビジョンを将来
展望として整理しています。
こうした３つのビジョンの実現
に向けた５年間（計画期間：令
和２～６年）の施策の目標や基
本的方向性を整理、策定した
「第２期神奈川県まち・ひと・
しごと創生総合戦略」の中で、
既に人口減少の対策に取り組ん
でいます。

政策局
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22G04201
駅や路上で、深夜にスケート
ボードをしている者をなんとか
してもらいたい。

2

ご意見については、身近な犯罪
の予防・検挙活動、交通指導取
締り及び捜査活動の事業推進の
中で既に取り組んでいます。

警察本部

22G04301
プロジェクトが多すぎて、どこ
を見れば、知りたい情報が書い
てあるのかが分かりづらい。

3

県の取組みを分かりやすく知っ
ていただけるよう、今後とも工
夫を凝らした冊子作成、情報発
信に努めていきます。

政策局

22G04401

PJ5エネルギー
気候変動問題をはじめとした状
況下において、安定したエネル
ギー供給は今後に向けて非常に
重要な課題の一つである。
そのため、水素製造技術の確立
とそれによる発電の拡大が重
要。

3

県では、エネルギーの事業の中
で、水素エネルギー利活用の推
進に既に取り組んでいます。今
後の国の取組みについても注視
していきます。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

産業労働局

22G04501

PJ10治安

スマートフォンなどを操作しな
がらのながら自転車運転、イヤ
フォンやヘッドフォンを装着し
ての自転車運転、電動キック
ボードで歩道を走行する行為な
どについて、警察官のパトロー
ル・取り締まりの強化を積極的
に行っていくべき。

2
ご意見については、交通指導取
締り及び捜査活動の事業推進の
中で既に取り組んでいます。

警察本部

22G04601

PJ9減災

東京都の「東京防災」のような
冊子を神奈川県でも作成し、県
民に郵便で冊子を送るべきであ
る。

3
ご意見については、今後の防災
に関する普及啓発の取組みの参
考とさせていただきます。

くらし安全防災局
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22G04701

PJ13子ども・青少年

保育所などの多様な教育・サー
ビスの充実を図るためには、担
い手となる保育士を確保するこ
とがとても大切だ。そのために
は、保育士の賃金を上げること
が最も効果的だと考える。
内閣府が調査した、予定子ども
数が理想子ども数を下回る夫婦
の理想の子ども数を持たない理
由として、第一位に「子育てや
教育にお金がかかりすぎるか
ら」（５６．３％）とある。子
育て世帯の本当のニーズは、保
育園・幼稚園を含めた学費無料
化や、給食無料、妊婦検診無料
である。

3

保育士の確保にあたっては、保
育士の処遇改善等は重要である
と考えており、国に対して保育
士賃金の引上げなどを要望して
います。
また、子どもを育てやすい環境
を作るためには、経済的負担の
軽減は重要であり、ご意見につ
いては、今後の取組みの参考と
させていただきます。
なお、妊婦健康診査について
は、市町村が行う事業であるた
め、県の政策には反映できませ
んが、ご意見については、今後
の取組みの参考とさせていただ
きます。

福祉子どもみらい局
健康医療局
教育局

22G04801

PJ16スポーツ

スポーツにより健康寿命が延び
れば、人口減少を抑制できる。
そのためには、最低でも週に１
回は３０分以上の運動をする人
口を増やすことが必要。まず
は、幅広い種目のスポーツの大
会を開催するといい。これは、
モチベーションを落とさないた
め毎月、または隔月くらいの
ペースで行う。
さらに、頻繁に行うと大会に特
別感がなくなってしまうため、
大会にも規模の大きいもの、小
さいもので分け、上部大会に進
めるようにするとよい。

2
ご意見につきましては、スポー
ツの事業推進の中で既に取り組
んでいます。

スポーツ局

12/39ページ
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22G04901

PJ6産業振興
深刻な人手不足を解消するため
より高度なIT産業の育成やAIの
導入を進めていくべきだ。それ
にあたっては、ソフトウェアに
より力を入れていくことによっ
て産業全体を盛り上げることが
できるため、ソフトウェア開発
に力をいれていくべきだと考え
る。
そのために、IT企業への支援や
導入を行うことでモデルケース
として取り上げることが重要
だ。
また、IT業界といっても様々な
業種があるが、プログラムを実
際に行っている方々の待遇は決
していいとはいえない。こうし
た方々の待遇を改善していくこ
とも行政の責任が問われている
のではと感じる。

2

ご意見については、県内産業の
活性化にあたって 、今後の取
組みの参考とさせていただきま
す。
なお、ＩＴ企業や人材への支援
等については、総合的な中小企
業体制の整備及び雇用の事業推
進の中で既に取り組んでいま
す。

産業労働局

22G05001

PJ9減災

引き続きパンフレットや広報
紙、SNSなどでカラーイラスト
を用いながら継続して啓発を行
うことが重要だ。また、激甚化
災害に備えた事業についても
様々な媒体で発信を継続するこ
とが大切である。
県はかながわシェイクアウトの
参加者数を200万人にすること
を目標としており、目標は重要
だが、この訓練だけでは不十分
だと思う。インフラに支障が出
た際の代替輸送訓練や、避難に
時間のかかる高齢者の方々の誘
導訓練を行うことが重要であ
る。

2
ご意見については、減災の事業
推進の中で既に取り組んでいま
す。

くらし安全防災局
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22G05101

PJ14学び・教育

学生が学校に通えない状況を形
成するいじめそのものを減らさ
ない限り、学び・教育の根本的
な改善とは言えない。この先の
いじめを減らすために県や自治
体が学校や教育委員会と連携を
取って解決する必要がある。

2

ご意見については、子ども・青
少年及び私立学校への支援の充
実の事業推進の中で既に取り組
んでいます。

福祉子どもみらい局
教育局

22G05102

PJ3高齢者
子どもが満足な教育を受けられ
ない問題として、ヤングケア
ラーがある。まず、子どもがヤ
ングケアラーであることに教師
や職員が気づき、そこから保護
者とのトラブルを避けつつ、根
本的な問題である介護をどう解
決するかを導かなければならな
い。

2
ご意見については、子ども・青
少年の事業推進の中で、既に取
り組んでいます。

福祉子どもみらい局
教育局

22G05201

PJ13子ども・青少年

「安心して子どもを産み育てら
れる環境が整っていること」に
関する満足度を上げることが最
も重要な点だと考える。この数
字が上がれば、現在神奈川県に
住んでいる住民や、子どもが生
まれた家庭も神奈川県に居住し
若い人口の増加も望める。その
ためには、まず初めに待機児童
０は必ず達成に加えて保育所の
健全化が求められる。保育所の
実態調査を定期的に実施し、自
治体から安全という信用を住民
に届けること、保育士の勤務状
況の改善に取り組むことが重要
になると考える。

2
ご意見については、子ども・青
少年の事業推進の中で既に取り
組んでいます。

福祉子どもみらい局
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かながわグランドデザイン　評価報告書2021
県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G05301

PJ14学び・教育


神奈川県HPの参考資料のプロ
フェクトの説明内にあった「生
きる力」を高める学校教育の充
実。これに力を入れることが現
在取り組むべきである大事なも
のであると私は考えた。

例えば、暗記がメインとなって
いしまっている学校の「英語」
の授業。現在の日本の教育では
こういった「決まった形」を見
直すことが重要なのではないか
と考えている。より現代にあっ
た「生きる力」を身に着けるた
めの教育が行えるように柔軟に
変化させることができる教育の
制度や環境を整えることに取り
組むことが大切だ。


2
ご意見については、学び・教育
の事業推進の中で既に取り組ん
でいます。

教育局

22G05401

PJ10治安

地域の安心安全を維持していく
ために、犯罪の検挙ではなく抑
止に力をより一層入れるべきで
ある。街灯が少なく薄暗い場所
よりも街灯が多く明るいほうが
犯罪は起こしにくいであろう。
そのため犯罪の抑止として、街
灯の増加によってさらなる犯罪
抑止が期待できることから街灯
の設置に取り組む必要がある。

また、大分県のように警察官が
制服のまま買い物をできるよう
な取り組みを行えば、業務効率
化や万引きの抑制、パトロール
等の業務効率増加や犯罪の未然
防止につながると考える。

2

街灯の設置については、県犯罪
のない安全・安心まちづくり推
進条例に基づき、防犯の観点か
らも道路等の明るさを確保する
よう指針を示しています。
県警察においては、県や市町村
の担当部局に対し、街路灯や防
犯灯の設置要望や破損などの情
報提供を、必要に応じて行って
います。
また、警察官が制服で買い物が
できる取組みについては、県警
察でも身近な犯罪の予防・検挙
活動の推進の事業推進の中で既
に取り組んでいます。

くらし安全防災局
県土整備局
警察本部
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かながわグランドデザイン　評価報告書2021
県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G05501

PJ8農林水産

農林水産の価値をもっと身近な
存在としていくことが重要だと
考える。
農業に関しては、地元で取れる
食材などをもっと宣伝し、ブラ
ンド化と飲食店などで積極的に
使用していくべきだと考える。
また、林業では、森林が生み出
す多くの効果をもっと知っても
らい、木や林の価値を創出して
いくことや、効果を生み出す過
程を教育現場などで学ぶことも
林業の活性化につながっていく
と考える。
そして、水産業は、新しい水産
業、漁業の形を創り出し、水産
業の可能性を多く広げられる取
り組みをしていくことが重要だ
と考える。
農林水産業は人々が生きていく
上では欠かせないものであるの
で、そこに関わる人々を増やし
ていく事や取組みに賛同し、一
緒に協力して創出していくこと
が重要だと考える。

2
ご意見については、 農林水産
及び自然の事業推進の中で既に
取り組んでいます。

環境農政局
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かながわグランドデザイン　評価報告書2021
県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G05601

PJ7観光

インバウンド客の回復が本格的
に始まるのを想定のもと、早急
に具体的な受け入れ対策、特に
来日観光客のほぼ7割を占める
東アジアの国々からの受け入れ
体制の整備を整備・拡充してい
くことが課題になると考える。
公式サイトや館内案内など案内
ツールの多言語化、デジタル機
器の積極活用、ホテル管理シス
テムやキャッシュレス決済など
を取り入れた旅館ホテルのDX化
の推進が課題だろうと感じた。
また、外国人向けの新たな観光
資源の発掘にも取り組むとよい
と考える。外国人の体験談や
SNSからヒントをもらい、体験
型の観光資源や新たな観光地域
の発見にも力を入れるべきだと
思う。

2
ご意見については、観光の事業
推進の中で既に取り組んでいま
す。

国際文化観光局

22G05701

PJ5エネルギー

自然を利用した再生可能エネル
ギー等には、それらを設置する
ための場所や施設の確保、自然
環境に与えている影響の対策を
取り組む必要がある。
また、太陽光や風力発電などの
自然環境を利用するものには、
自然環境に詳しい地域の自治体
と協力して、自然環境が適して
いる場所を探すなど、地域との
取り組みが必要であると考え
る。
また、火力発電は、火力発電に
使われている化石燃料によって
大量の二酸化炭素を排出してい
るため、化石燃料の代わりにな
るものを見つける必要がある。
そのために、他国と交流を行
い、自国に無い新しい技術を共
に見つけていき、二酸化炭素を
排出しない火力発電といった新
たな再生可能エネルギーを生み
出す取り組みが重要であると考
える。

3

再生可能エネルギーについて
は、国が、固定価格買取制度に
おいて、「事業計画策定ガイド
ライン」を作成し、事業者に対
して法令遵守、環境保全、地域
住民への配慮等の遵守事項や努
力義務を示しています。
火力発電については、国は「第
６次エネルギー基本計画」にお
いて、非効率石炭のフェードア
ウトを進め、燃焼してもCO2を
排出しない水素・アンモニアの
社会実装を進めるとしていま
す。
県としては、こうした国の取組
みを注視していきます。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

産業労働局
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かながわグランドデザイン　評価報告書2021
県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G05801

PJ7観光　

観光産業への支援は勿論、より
人々に興味を持ってもらえるよ
うな魅力ある新たな観光資源を
民間事業者と協働して生み出し
ていく取り組みをすべきと考え
る。
今後、官民連携プロジェクトは
地域経済を活性化させる主力と
なる。そのため、県は現在落ち
込んでいる宿泊客の改善や、見
逃されている観光資源のブラン
ド力向上などについて、ITなど
を活用した観光客の誘致プロ
ジェクトを官民連携により取り
組んでいくべきと考えた。

2
ご意見については、観光の事業
推進の中で既に取り組んでいま
す。

国際文化観光局

22G05901

PJ19多文化共生

多文化共生をしていくために
は、ゴミの分別、公共施設の使
い方などは日本と外国で違うた
め、外国人が日本の文化を理解
するだけでなく、日本人も外国
人の文化を理解し尊重していく
ことが大切である。
また、外国人に情報をわかりや
すく発信するには、「避難区
域」を「にげるばしょ」と言い
換えるように、「やさしい日本
語」を使うべきだと考えられ
る。

2
ご意見については、多文化共生
の事業推進の中で既に取り組ん
でいます。

国際文化観光局
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県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G06001

PJ8農林水産

マグロ以外でなおかつ今後、新
たに名産品や名産物となり得る
農林水産物を使って、神奈川と
いう地域を一躍有名にする取り
組みを始める必要がある。
農作物に関しては、品種改良を
施し糖度をあげるなどの工夫が
ある。
水産物に関しては、片浦レモン
の果実や三浦みかんの果実と
いった柑橘類をエサに混ぜるこ
とで、魚の独特な臭みを消すと
いった工夫を凝らすことができ
ると思う。
イメージや慣例といった固定概
念を取り払うところから始めて
いくことで、今までみえてこな
かった地域の新たな“姿”や
“発見”がみえるようになると
考える。

2
ご意見については、農林水産の
事業推進の中で既に取り組んで
います。

環境農政局

22G06101

PJ13子ども・青少年

PJ13の具体的な取り組みであ
る、結婚から育児までの切れ目
ない支援という取り組みが行わ
れていると、経済的に子どもを
設けることが難しい家庭にも、
子どもを設けることができるよ
うになるきっかけの一つになる
のだろうと考える。


2

ご意見については、結婚・妊
娠・出産・育児の切れ目ない支
援の事業推進の中で既に取り組
んでいます。

福祉子どもみらい局

22G06201

PJ14学び・教育
子供を産んだ際にこのようなプ
ロジェクトが存在していると、
自分の子供を預ける場所の安全
性が少しでも高いほうが預ける
側の人間はやはり安心するだろ
うし、心にすこしの余裕が生ま
れるのだろうと考える。

2
ご意見については、 安全で快
適な教育環境の整備の事業の中
で既に取り組んでいます。

教育局

22G06301

PJ5エネルギー

無償で自転車を貸し出す施設を
普及させ、貸し出す自転車に発
電機をつけてエネルギーを活用
するなど自転車を用いた再生可
能エネルギーの確保をするとい
いと思います。
再生可能エネルギーを確保で
き、国民の健康寿命が延びるメ
リットがあります。

3

再生可能エネルギーとは、エネ
ルギー源として永続的に利用で
きるものをいい、自転車を用い
た発電は、再生可能エネルギー
には該当しませんが、ご意見に
ついては、今後の取組みの参考
とさせていただきます。

健康医療局
産業労働局
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県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G06401

PJ14学び・教育

教師の労働環境の改善が重要だ
と考える。
自分の受け持つ仕事
が終わったら早く帰らせるとい
う方法や、教師たちの業務の一
部である部活動についても、地
元の人たちを積極的に講師また
はコーチなどの役職として招き
入れることで業務を軽減すると
いう手段など、教師の労働環境
は外部からも内部からも改善す
るための手段が残されている。
また、持続可能な社会が求めら
れる昨今、教育は学校で学ぶ期
間を終えた大人にも、人生をさ
らに豊かにするための道しるべ
としての役割を担うようになっ
た。
この点について、県は県立
施設で行う講座や展示といった
イベントについて、インター
ネットやポスティングといった
手段を用いて、情報収集に消極
的な人にも働きかけより県民に
対しての周知を図るべきであ
る。


2

教師の労働環境の改善について
は、個が生きる多様な教育の提
供と新たな教育ニーズや課題へ
の対応の事業推進の中で既に取
り組んでいます。また、地元の
人たちを積極的に講師または
コーチなどの役職として招き入
れることで業務を軽減すること
についても、部活動の活性化の
事業推進の中で既に取り組んで
います。
県立施設における講座や展示等
のイベントについては、イン
ターネット、県のたより、コン
ビニエンスストア等でのポス
ター掲示などにより情報発信し
ているほか、新聞やラジオ等へ
の取材協力を通じて、積極的に
周知するなど、既に取り組んで
います。

国際文化観光局
教育局

22G06501

PJ13子ども・青少年

少子化の課題について出生率を
上げることが重要だ。そのため
に、産んだ後の支援内容を今よ
りももっと手厚くする必要があ
る。子どもに対する支援の予算
割合を増やす必要がある。ま
た、児童虐待、子どもの貧困、
ひきこもり、インターネットト
ラブルなど、子ども・青少年を
とりまく環境は厳しさを増して
いる。加えて、都市部における
待機児童の解消や人口が減少し
つつある地域における教育・保
育機能の維持など、地域ごとに
抱える課題が異なっており、そ
れぞれの実情に即した子育て支
援の充実が求められている。

2
ご意見については、子ども・青
少年の事業推進の中で既に取り
組んでいます。

福祉子どもみらい局
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県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G06601

PJ9減災

災害の被害を最小限にするあた
め、家庭、職場、学校等での避
難訓練を充実させ、避難するた
めの場所の確認や避難道具等を
準備しておくことが大切であ
る。
また、防災意識を高めるために
は、やはり定期的な訓練や説明
会の実施が必要不可欠である。
例えば、消火訓練や避難訓練、
救出訓練を定期的に行ったり、
学習会やガイドラインを設ける
などが考えられる。

2
ご意見については、減災の事業
推進の中で既に取り組んでいま
す。

くらし安全防災局

22G06701

PJ13子ども・青少年
待機児童の問題の解決や子育て
の不安や悩みを相談できる場所
の設置などが必要だと考えた。

待機児童がなかなか解決しない
要因の一つに1～2歳児向けの保
育施設が不足していることが挙
げられる。1～2歳児向けの保育
環境の整備が追い付いていない
ので、子育て支援の充実のため
にも1～2歳児向けの保育施設の
充実が必要だと考えた。

保育士不足に対しては、保育士
の資格を保有しているが保育現
場で働いていない潜在保育士を
支援し、保育現場で働いてもら
うなどの取り組みが必要だと考
えた。

2
ご意見については、子ども・青
少年の事業推進の中で既に取り
組んでいます。

福祉子どもみらい局
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県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G06801

PJ3高齢者
介護などが必要のない、自立し
ている高齢者を増やしていく必
要があると考える。なぜなら、
現時点では介護を必要としてい
る人数に対して介護士やヘル
パーさんの人数が圧倒的に足り
ていないからである。そこで、
介護士さんなどを増やすのには
限界があるため、逆転の発想で
自ら行動できる高齢者を増やそ
うということである。
毎日の運動や周りとのコミュニ
ケーションを取ることが健康で
長生きをしていく秘訣なのでは
ないかと考える。そこで、地域
での高齢者同士での軽い運動や
コミュニケーションを取ること
がいいのではないかと考える。

2

ご意見については、未病を改善
する取組みの推進、地域包括ケ
アシステムの推進及び高齢者の
健康・生きがいづくりの事業推
進の中で既に取り組んでいま
す。

福祉子どもみらい局

22G06901

PJ13子ども・青少年

少子化対策の具体的な取組みと
して、まずは、晩婚化や未婚化
を解決するために、20代の方々
に出会いの場を提供すること
や、カップルに向けた結婚や子
育てに関する講演会を行うなど
の活動をしたら良いと思う。次
に、子育てをしやすい環境を作
るために、企業に向けた子育て
応援対策をすることを薦める。
つまり、子育てを優先すること
ができる環境を作るということ
である。この他にも、多くの取
組みができると思うが、少子高
齢化は大きな課題だと思うの
で、少しずつ改善していって、
素晴らしい日本を作ってほし
い。


2

ご意見については、 男女共同
参画の事業及び結婚・妊娠・出
産・育児の切れ目ない支援及び
地域における多様な子育て支援
の充実の事業推進の中で既に取
り組んでいます。

産業労働局
福祉子どもみらい局
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意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G07001

PJ13子ども・青少年
いかに若い人が子どもを産み、
育てやすい環境を作るかという
ことが少子化に歯止めをかける
ために重要であり、子育て支援
策の拡充が必要だと思う。子育
ては資金と周りのサポートが必
要不可欠だと思うので、行政か
らの手厚い支援があれば若い世
代も子どもを育てやすい環境を
作り上げることが可能だと思
う。具体的には、現金給付では
なく、大阪府の子ども一人当た
りに米10キロを配布するという
政策のように子育て世帯への食
糧支援が重要だと思う。

3

子どもを産み、育てやすい環境
を作るためには、子育て支援策
の拡充は重要であり、ご意見に
ついては、今後の取組みの参考
とさせていただきます。

福祉子どもみらい局

22G07101

PJ8農林水産
ブランド力強化として日本酒に
着目すべきと考える。日本酒は
野菜や果物より名産物として意
識されやすく、また、海外需要
が増加していることから輸出拡
大並びに市場の拡大が見込め
る。

さらに、神奈川県でも酒米の栽
培等を進めることで、６次産業
化にもつながると思う。

2

日本酒を含む県産品のPRについ
ては、観光の事業推進の中で既
に取り組んでいます。また、酒
米の新たな品種の導入や栽培技
術についての支援も行ってお
り、今後も地域からの要請に対
応していきます。

国際文化観光局
環境農政局

22G07201

PJ16スポーツ
「生涯を通じてスポーツを楽し
める環境づくり」が重要だと考
える。運動が苦手な人や、高齢
者の方々、小さな子どもなどそ
れぞれのニーズにあった運動環
境が必要であると考える。

まず、運動の重要性・素晴らし
さを知ってもらう、気づいても
らう必要がある。実際に、ス
ポーツイベントなど、すべての
年齢の人でも、楽しめるような
ものを用意して開催するべきだ
と思う。
また、2022年にはサッカーワー
ルドカップが開催されたが、そ
う言った多くの人々がスポーツ
に注目している時に、関連した
運動に関する情報を発信してい
くことが効果的だと考える。

2
ご意見については、スポーツの
事業推進の中で既に取り組んで
います。

スポーツ局
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22G07301

PJ9減災

様々なデータから、防災対策の
重要性を感じている人がいる一
方で、実際に行動に移している
人が少ないのだと感じた。今以
上に防災対策を行動に移してく
れる人を増やさなければいけな
いと思った。

防災対策として、インフラが遮
断されたときの対策を行ってい
る人は少なかった。災害時に電
気やガスが止まってしまったと
きのために、蓄電池のような非
常用電源、災害に強いとされる
プロパンガスの設置が重要だと
思う。
近い将来南海トラフ地震や首都
直下地震が起きると言われてい
るなか、自助、共助の取り組み
を推進していくためにも、まず
影響力のある若者に防災対策の
重要性を知ってもらいたい。こ
の授業のように職員が講義をし
てくれる機会を中学、高校でも
設けられたら多くの人に知って
もらえると考えた。


2
ご意見については、減災の事業
推進の中で既に取り組んでいま
す。

くらし安全防災局

22G07401

PJ7観光

市町村や観光事業者等と連携し
て、地域の観光資源の磨き上
げ、地域の魅力の情報発信、観
光客の受入体制整備、観光人材
の育成などに取り組み、神奈川
県の誇る観光名所を増やしてい
く必要があると感じた。それだ
けでなく、１人当たりの平均観
光消費額は伸び悩んでいること
から、国内観光客についても、
さがみ縦貫道路と北陸新幹線の
開通を活かして、周遊型や滞在
型の観光をより一層促進し、入
込観光客数の増加を図るととも
に、平均観光消費額を高め、地
域経済の活性化を図っていく必
要があると思った。


2
ご意見については、観光の事業
推進の中で既に取り組んでいま
す。

国際文化観光局
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22G07501

PJ19多文化共生
外国人の住まいについては、現
在でも民間住宅などにおいて入
居が難しいというような問題が
多く存在する。また、外国籍県
民自身にも、適切な不動産仲介
業者に対する情報や、入居に関
する手続き、日本で暮らすうえ
での慣習・ルールなどの知識が
不足しているといった状況があ
り、その結果、入居に際しトラ
ブルが発生してしまうというよ
うな現状の改善に努める必要が
あると考える。

2
ご意見については、多文化共生
及び都市基盤の事業推進の中で
既に取り組んでいます。

国際文化観光局
県土整備局

22G07601

PJ17
雇用
生産年齢人口の減少が進んでい
るという社会問題の解決のた
め、また一人ひとりの働き方を
支えるためには、職場環境をよ
り良いものにしていく必要があ
るのではないかと思った。
子育てと仕事の両立を支援する
仕組みや、女性や障がいを持っ
ている方、高齢者の社会進出を
支援する取組など、働く意思は
あるがそれが困難な状況にある
人のための支援を充実させてい
くべきであると思う。

また、難しいかもしれないが外
国人労働者の受け入れも必要に
なってくるのではないかと思っ
た。
さらに、働く環境での社会問題
は今でも問題視されている。男
女の賃金の格差や長時間労働に
関する問題など、日本全国の間
で考えればたくさんの問題が存
在している。社会的弱者である
人々を支えることができる取組
などがあると良いと思う。

2

ご意見については、 雇用の事
業推進の中で既に取り組んでい
ます。さらに、女性や障がいを
持っている方の社会進出を支援
する取組みについては、障がい
児・者及び男女共同参画の事業
推進の中でも既に取り組んでい
ます。

福祉子どもみらい局
産業労働局
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22G07701

PJ13子ども・青少年

子どもを育てやすい環境という
ものが必要になってくる。少子
化の原因にもなっている経済的
負担が多いなどといったもの
は、援助があれば考え直してい
く人が多いのではないだろう
か。また、子どものキャリア形
成にも関わっていくべきだと考
える。例えば小学生のころから
職業見学的なものを多くの業種
にしてみるべきだと考える。次
世代の子どもたちには多くの体
験をしてもらい、自分なりの社
会貢献を考えさせることが必要
になってくると考える。

2

子どもを育てやすい環境を作る
ためには、経済的負担の軽減は
重要であり、ご意見について
は、今後の取組みの参考とさせ
ていただきます。
子どものキャリア形成について
は、学び・教育の事業推進の中
で既に取り組んでいます。
また、多様な体験活動に関して
は、青少年の多様な体験活動の
促進と青少年支援・指導者の育
成の事業推進の中で既に取り組
んでいます。
なお、高校生等を対象に就労観
の育成と職業意識の伸張を目的
とした専門学校における職業教
育に関連した体験学習プログラ
ムについて、私立学校への支援
の充実の事業推進の中で既に取
り組んでいます。

福祉子どもみらい局
教育局

22G07801

地域の活性化のためのまちづく
りと高齢者に長生きしてもらう
取り組みが重要だと考えます。
地域を創り続けようとする姿勢
をプロジェクトとして見せてい
くことと、少子高齢化が急激に
変化することはないと分かって
いる上で高齢者の方を少しでも
長生きしてもらうプロジェクト
が、今、県や地域で必要とされ
るプロジェクトであると考えま
す。

2

ご意見については、地域活性
化、未病を改善する取組みの推
進、地域包括ケアシステムの推
進及び高齢者の健康・生きがい
づくりの事業推進の中で既に取
り組んでいます。

政策局
福祉子どもみらい局
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22G07901

PJ3 高齢者

介護や支援が必要な高齢者や一
人暮らしの高齢者の社会的な孤
立が目立つため、地域包括ケア
システムに今まで以上に取り組
むべきであると考える。介護職
員の負担軽減のために介護ロ
ボットやICT化が進んでいるこ
とが分かったが、高齢者のこと
を考えた時にコミュニケーショ
ンが減ってしまうため高齢者の
生きがいの面が課題であるとい
える。介護ロボットに介護して
もらった日はオンラインで介護
職員とコミュニケーションを取
るなどの機会を設けると良い。

また、認知症にやさしい地域づ
くりに向けては。認知症患者だ
けでなく、その家族を支援する
ことが課題であり、関係機関と
連携し、患者の自立支援のネッ
トワークや家族の負担が少しで
も軽減するようなサポートやア
ドバイスをできる機関を導入す
るなどの取り組みをしていく必
要があると考える。家族で診察
に来る際に付き添いの人の相談
時間を設ける取り組みが良いと
考える。

2

地域包括ケアシステムについて
は、高齢者が安心して、元気
に、いきいきと暮らせる社会づ
くりのために、地域包括ケアシ
ステムの深化・推進は重要で
す。
また、介護ロボットについて
は、たとえば、センサーを用い
た離床見守りロボットの導入に
より負担が軽減した分、利用者
の方への直接介助のサービスが
向上するなど、介護ロボットの
普及はサービスの質の向上にも
つながります。いただきました
ご意見のとおり、利用者と介護
職員との直接のコミュニケー
ションは介助にあって重要で
す。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。
また、認知症については、認知
症の人にやさしい地域づくりの
中で既に取り組んでいます。

福祉子どもみらい局

22G08001

PJ5エネルギー

再生可能エネルギーの導入や省
エネルギーの促進などをどのよ
うに地域に広めて実践していく
かが課題になってくると思う。
そのためには、地域の空き地な
どの利用による風力発電所や太
陽光パネルの設置や、太陽光パ
ネルを導入した家庭への補助金
支援などの取組みを行うべきだ
と思う。

2
ご意見については、エネルギー
の事業推進の中で既に取り組ん
でいます。

産業労働局
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22G08101

PJ10治安

横浜から外れて少し田舎の場所
に行くと結構な頻度で警察官が
巡回している一方、街中で喧嘩
している人がいても警察官は止
めに入ろうともしないため、横
浜駅周辺などもう少し警察官の
巡回をした方がいいと感じた。
また、高齢者の引き起こす交通
事故についても課題であると感
じた。対策として頻繁に高齢者
教習といった新たに自動車の安
全性、危険性について学ぶ機会
を設けることによって多少は事
故が起こらなくなるのではない
かと考えた。
また、高齢者教習以外にも若者
にも自動車教習を行うことに
よって安全な運転を心がけるよ
うになるのではないかと考え、
実際に足を運ぶことが都合上で
きない場合は動画を視聴しても
らったり、文章で読んでもらう
などの対策をすると良いのでは
ないかと考えた。

2

ご意見については、身近な犯罪
の予防・検挙活動の推進及び生
涯にわたる交通安全教育の事業
推進の中で既に取り組んでいま
す。
また、交通安全教育の動画につ
いては、県警交通総務課
Twitterでの配信、県警のホー
ムページで視聴可能となってい
ますので、今後の取組みの参考
とさせていただきます。

警察本部

22G08201

PJ16スポーツ

日常的にスポーツや軽い運動を
している人と全くしていない人
では、高齢者になったときに身
体機能に大きな差が出るため、
スポーツの事業に積極的に取り
組むべきだと思う。軽い運動習
慣をつけてもらえるために県と
してイベントや日常的に体操教
室を開催したり、もっと浸透す
るように多くのことをやるべき
だと思う。
また、サッカーワールドカップ
のように国として一丸となって
応援する楽しさや、何か大きな
目標に向けて人々がまとまりそ
の力をうまく使えば街の発展に
もなると思う。なので神奈川に
あるスポーツクラブの発展に力
を貸したり、地元のチームを街
として応援できるような環境や
PRが必要だと思った。

2
ご意見については、スポーツの
事業推進の中で既に取り組んで
います。

スポーツ局
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22G08301

PJ3高齢者
老人ホームや病院が高齢者の増
加に対応できていないため、で
きる限り自立した高齢者の割合
を増やすのがいいと思う。それ
には、未病バレー「ビオトピ
ア」のような自治体の支援が必
要だ。

また、私は手や指を動かすこと
が健康につながると考える。手
は『第2の脳』と呼ばれてお
り、よく動かしている人は認知
症になりづらいと言われてい
る。自治体が開催するイベント
として、書道や華道、折り紙、
将棋などの盤上ゲームなどが良
いと考える。概念に捉われない
企画力が自治体に必要だと思
う。


2

ご意見については、未病を改善
する取組みの推進、地域包括ケ
アシステムの推進及び高齢者の
健康・生きがいづくりの事業推
進の中で既に取り組んでいま
す。
なお、未病バレー「ビオトピ
ア」は、県、町、民間企業の３
者が連携して設置を推進した施
設ですが、設置・運営は民間企
業が行っています。県として、
同様の施設を新たに設けること
は、現時点では考えていませ
ん。

政策局
福祉子どもみらい局

22G08401

PJ2医療

「安心できる地域医療の充実」
がとても大事であると考えま
す。患者が安心できる、予期せ
ぬ事態でも崩れない医療体制の
構築が重要であり、最先端とい
うことで、ITを取り入れ、新し
い環境を作っていくべきである
と考えます。


2
ご意見については、病床の機能
分化・連携や在宅医療の推進に
おいて既に取り組んでいます。

健康医療局

22G08501

PJ3高齢者
少子高齢化社会では、高齢者と
の関係性は切り離せないもので
あると思う。高齢者が、生き生
きとして暮らせる地域づくりが
重要になると思う。高齢者の方
は、家にいる時間が長くなり、
認知者、様々な病気になりやす
くなるため、地域の人と関われ
る取り組みをするべきだと考え
る。

2

ご意見については、未病を改善
する取組みの推進、地域包括ケ
アシステムの推進、認知症の人
にやさしい地域づくり及び高齢
者の健康・生きがいづくりの事
業推進の中で既に取り組んでい
ます。

政策局
福祉子どもみらい局

22G08601

PJ5エネルギー
現在、再生可能エネルギーが世
界的に、重要視されている。電
気自動車にしていこうという取
り組みもあるので、重要である
と感じる。分散型エネルギー源
の導入促進が必要になると考え
る。

2
ご意見については、エネルギー
の事業推進の中で既に取り組ん
でいます。

産業労働局
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22G08701

PJ9減災
現在、日本はいつ大地震が来て
もおかしくないと言われてい
る。そのような状況で暮らして
いる住民は、災害対策がしっか
りできており、安心できる地域
に住みたいと思うし、災害対策
がしっかりあるところに新しく
人も入ってくると思う。した
がって、地震に強い建物づくり
もそうだし、もし災害が起きた
時の、訓練を学校の時しかしな
かったが、学校以外でもやる必
要があると考える。

2
ご意見については、減災の事業
推進の中で既に取り組んでいま
す。

くらし安全防災局

22G08801

PJ3高齢者

現在の日本では、人口減少と共
に高齢化が進んでいるが、老人
ホームの職員の数を増やしてい
くことが課題だと思う。現状で
は、介護職の人数が少なく、こ
のままの状況が続くとなると職
員の数が足りなくなり、高齢者
を介護できる数が減っていくこ
とになってしまう。老人ホーム
などの介護施設は、高齢化の日
本にとって大事なものだと思
う。したがって、介護職の給料
を上げるなどして、職員の数を
増やすべきだ。

2

介護人材の養成・確保につい
て、喫緊の課題と認識してお
り、「多様な人材の確保」「資
質の向上」「労働環境の改善」
を大きな柱として取組みを進め
ているところです。
処遇改善について国へ必要な提
案を行うなど、処遇面も含め引
続き介護人材の養成・確保に取
り組みます。

福祉子どもみらい局

22G08901

PJ7観光
観光の課題としては、今後はよ
りSNSでのアピールをすること
だと思う。次にいつコロナが流
行るかわからないため、SNSで
の神奈川県の観光地をもっと強
くアピールするべきだと思っ
た。観光業はとても大切な資金
となりえる。これからはこの観
光業が鍵になるので、もっと宣
伝に力をいれるべきだと思いま
した。

2
ご意見については、観光の事業
推進の中で既に取り組んでいま
す。

国際文化観光局
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意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G09001

PJ2医療

少子高齢化が進むにつれ医療の
需要が高まるので、医師や看護
師などの人数を増やす必要があ
る。そのため医療関係の専門学
校の授業料を安くしたりや環境
を良くしたりして、医療関係に
進みたいと考える若者を増やし
ていく。


2

看護職員の養成や学習環境の充
実のため、修学資金の貸付け
や、養成所の運営費、施設整備
費の補助を行っています。ま
た、中学・高校生を対象に看護
職紹介のパンフレットを配布す
るなど広報活動に取り組んでい
ます。

健康医療局

22G09101

PJ4障がい児・者
障がい者に対する偏見や差別な
どをより減らすために、まずは
障がい者と交流できる環境やお
互いを理解する場を設ける。ま
た、障害者施設や学校内での別
教室での学習などは必要なこと
だが、それらは全て障がい者本
人の意思を尊重して行っていく
必要がある。

2
ご意見については、障がい児・
者及び学び・教育の事業推進の
中で既に取り組んでいます。

福祉子どもみらい局
教育局

22G09201

PJ13子ども・青少年
なかなか解決できていない少子
化が進んでしまう原因の一つで
ある子供を育てる環境というも
のに目を向ける必要がある。学
校に関わる補助や援助だけでは
なく、塾やクラブ活動などに対
しても前向きに取り組めるよう
な政策を行う。さらに、学校で
は学ぶことは困難だが、社会に
出た時に必要になる知識を学べ
る環境を整える。

2

少子化対策にあたっては、子ど
もを育てる環境に目を向けるこ
とは重要であり、ご意見につい
ては、今後の取組みの参考とさ
せていただきます。なお、県で
は、放課後や休日に子どもの学
習支援やスポーツ、体験活動を
行う市町村を支援しています。
また、民間企業と連携して、企
業の特色を生かした教育プログ
ラムを利用できる仕組みを整え
ています。

福祉子どもみらい局
教育局

22G09301

PJ19多文化共生
県に限らず国全体が向上してい
くためには、国内だけではなく
海外から学んで改善すべきこと
がたくさんあると思う。そのた
め、外国人を受け入れて文化や
知識などを学ぶ機会を増やす必
要がある。さらに、日本の良さ
を海外に伝えてアピールするこ
とで海外進出をしていくべきで
あると思う。

2

ご意見については、多文化共生
及び県内企業の海外展開への支
援と海外との経済交流の促進の
事業推進の中で既に取り組んで
います。

国際文化観光局
産業労働局
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県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G09401

PJ3高齢者

ヘルスケア・ニューフロンティ
アの取組みや、人生100歳時代
において県民の一人ひとりに多
様な生き方を考えていただくた
めの取組みを進めていく必要が
ある。

2
ご意見については、高齢者の事
業推進の中で既に取り組んでい
ます。

政策局

22G09501

PJ18地域活性化

活力のない街には人は来てくれ
ないと思うので、人口減少が起
きているなかで選ばれる神奈川
になるためには、地域活性化が
とても重要だと思う。
まずは、知名度をより上げるた
め、都市と自然がコンパクトに
まとまっているという神奈川県
の良さを知り、それを活用でき
るようなことを行なっていくこ
とがとても大事だと思った。
そのためには、地域活性化でま
ちを元気づけたりして活気のあ
る場所を作っていくことがとて
も大事だと思った。そうするこ
とで人が集まり、コミュニティ
の場ができたりするなど人同士
の助け合いができることが増え
れば人口減少が進んでいくなか
で暮らしていくことができると
思う。

2
ご意見については、地域活性化
の事業推進の中で既に取り組ん
でいます。

政策局
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県民参加意見整理台帳

意見整理
番号

意見要旨
反映
区分

反映状況の説明 関連局

22G09601

PJ3高齢者

私が今後県が取り組むべき課題
として挙げるのは高齢者問題
だ。

高齢化により医療・介護需要が
拡大していき、医療・介護施設
自体や人員の不足を招くことに
なる。この対策として地域で治
療が全て行えたり、自宅治療を
可能にすることや地域包括ケア
システムを確立・推進する必要
性があると思う。
高齢者の独身率も上がってきて
おり、認知症が増加してしまう
リスクも予想される。この問題
の対策として高齢者のコミュニ
ティを作り、週に一回など集ま
り話す機会を作ることで認知症
予防や孤独死対策になると考え
る。また、少子化対策として、
若い人達も同じように子育て支
援をする事は当然な事を踏ま
え、出会いの場を増やしていく
活動をすることも大切だと思
う。若い人から高齢者までのコ
ミュニティを作ることがこれか
らの社会の活性化につながるの
ではないかと思う。

2

介護・医療人材の養成・確保に
ついて、喫緊の課題と認識して
おり、医療、地域包括ケアシス
テムの推進、認知症の人にやさ
しい地域づくり及び高齢者の健
康・生きがいづくりの事業推進
の中で既に取り組んでいます。
また、世代を超えたコミュニ
ティ作りに関するご意見につい
ては、高齢者の健康・生きがい
づくり及び青少年の多様な体験
活動の促進と青少年支援・指導
者の育成の事業推進の中で既に
取り組んでいます。

政策局
福祉子どもみらい局
健康医療局

22G09701

PJ13子ども・青少年

近年、子どもの課題は複合化し
複雑になってきている。それを
総合的にまるごと支援できる体
制づくりを行う必要がある。窓
口の一元化等、相談しやすい環
境を整備する必要があると考え
る。

また、虐待など子どもの社会状
況や、家庭環境の変化に気づく
ため、相談機関の一元化や相談
員の増員などの支援策をさらに
講じていくことはもちろんだ
が、普段から問題が起こらない
ような環境づくりをしていくこ
とが必要である。
例えば、県内
の小学校・中学校等にスクール
カウンセラーなどの相談員を
100％常駐させることがよいと
考える。

2

ご意見については、地域におけ
る多様な子育て支援の充実の事
業推進の中で既に取り組んでい
ます。
なお、いじめ・暴力行為、不登
校への対応にあたっては、ス
クールカウンセラー等の専門人
材の配置充実は重要であり、今
後の取組みの参考とさせていた
だきます。

福祉子どもみらい局
教育局
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22G09801

PJ17雇用

神奈川県には雇用に関する諸課
題への対策として考えられるこ
とは特定技能外国人の雇用だ。
この制度を上手く活用すること
で課題を解決に導くことができ
ると考える。

3

特定技能については、国が技能
実習制度及び特定技能制度の在
り方について、有識者会議を設
置して議論しており、その動向
を注視していきます。
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

産業労働局

22G09901
PJ7観光

観光施策に着実に取り組む必要
がある。

2
ご意見については、今後の取組
みの参考とさせていただきま
す。

国際文化観光局

22G10001

PJ9減災
大規模な地震などの自然災害等
への対策に取り組む必要がある
と思った。私は東北出身なので
東日本大震災を経験している
が、経験者から言うと、小中高
生がやっている避難訓練などで
は不十分だと考える。より真剣
に年に何度かやることが意識の
継続などに繋がり、震災は突然
やってくるので対応できると思
う。
また、大きな災害が起こったら
周りのことを考えられなくなっ
て自分のことばかり考えてしま
う。共助の推進はもちろん取り
組みとしては良いと思うが、大
震災や津波などの被害がきたら
そんなこと忘れて自分が助かれ
ばいいとなってしまうので、
もっと自助を推進していけば良
いと思った。
震災への対策が十分に整ってい
ることに関する満足度が増えて
いるのは災害が起こってないか
らだと思う。実際に起こった時
に対策の重要性が分かるので
もっと対策をした方が良いと感
じた。神奈川県は人も多いので
対策があまいと被害が大規模に
なってしまうのでしっかり対策
に取り組むべきだと思う。

3

大規模な災害への対応力の強化
にあたっては、より一層の対策
の推進が重要であり、ご意見に
ついては、今後の取組みの参考
とさせていただきます。

くらし安全防災局
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22G10101

PJ13子ども・青少年

少子化対策として、育児サポー
トを充実させる必要がある。そ
れにより、子育てに余裕がない
家庭でも出産、育児をするのに
抵抗がなくなると思う。
具体的には、地域の人々が集ま
り、子育てに関する相談を受け
付けアドバイスしていく交流会
や、子ども自身に対しては児童
相談所が実際に家に赴くこと
や、スクールカウンセラーを学
校に適度な人数配置して精神面
でのサポートすることが求めら
れると思う。
また青少年の健全育成のために
神奈川県青少年保護条例を作
り、これを知っている保護者の
割合は年々増加し70％になって
いるものの、まだ３割の保護者
が知らない状態である。認知さ
せるためにCMやニュースで存在
をもっと知ってもらわないとい
けないと思う。


2

子育てに関するご意見について
は、子ども・青少年、地域にお
ける多様な子育て支援の充実の
事業推進の中で既に取り組んで
います。
また、青少年保護育成条例につ
いては、青少年が健全に育つ環
境の整備の事業推進の中で既に
取り組んでいます。なお、周知
についてのご意見については、
今後の取組みの参考とさせてい
いただきます。

福祉子どもみらい局
教育局

22G10201

PJ13子ども・青少年

支援を必要とする子どもを守る
体制づくりとして、いじめや暴
力行為などはスクールソーシャ
ルワーカー及び、スクールカウ
ンセラーの配置だけでは、現状
を変えるには足りないのではな
いかと考える。なぜなら、認知
に至らない、またはいじめをい
じめとして対処しなかった場合
は、いじめの解消には至らな
い。このことから、いじめや暴
力行為をより多く認知できるよ
うに努めるべきであると考え
る。そのため、被害者本人から
助けを求めてもらうべく、例え
ば、SNSを使った相談所など、
より相談しやすい方法を考える
べきだ。

2
ご意見については、子ども・青
少年の事業推進の中で既に取り
組んでいます。

教育局
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22G10301

PJ3高齢者

高齢化に伴い様々な問題が生じ
ますが、高齢者向けの集会の開
催が必要だと思う。この集会を
開く目的として高齢者の人に常
日頃から出かける習慣をつける
ことで健康的に過ごせる体を作
ること、多くの人と話すことに
より孤独感を減らし生きがいと
して集会を使ってもらうこと、
今まで生きてきた経験を元に神
奈川県のためになるような案を
出すことにより脳みそをいつま
でも使う事によりボケ防止をす
ること、急に連絡が取れなくな
るなどの際にその違和感に気が
つくことが出来るので孤独死か
ら遺体放置へ繋がることを減ら
すことなど様々なメリットが挙
げられると思う。

2

ご意見については、未病を改善
する取組みの推進、地域包括ケ
アシステムの推進、認知症の人
にやさしい地域づくり及び高齢
者の健康・生きがいづくりの事
業推進の中で既に取り組んでい
ます。

福祉子どもみらい局
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22G10401

PJ7観光

持続可能で発展的な観光施策に
取り組む必要がある。例えば、
新たな観光地を生み出すことが
挙げられる。新たな観光の核づ
くり地域の主体的な取組みの支
援や県内の他の観光地と組み合
わせるなど、魅力ある観光地の
形成に取り組むことが必要にな
る。こうした地域の特性や資源
を活用し、将来の移住につなが
るよう、来訪した人と地域の人
との多様な交流機会を生み出す
だけでなく、コミュニティの核
となる商店街の活性化や地域産
業の振興を進めることで、地域
の活性化を図ることができると
考える。

国内外から神奈川を訪れる観光
客が、快適で安全・安心な旅が
できる環境づくりを進めるため
に、観光関連施設等における多
言語化やWi-Fi環境の整備、
キャッシュレスの促進など、観
光客の利便性の向上を図るだけ
でなく、安全・安心の確保に向
けた取組みを充実しなければな
らない。
おもてなしの向上を図るために
は、観光関連事業者などを対象
にした人材育成講座や研修会を
開催したり、観光ボランティア
ガイド団体の活動などを支援す
ることが必要になる。

2
ご意見については、観光及び地
域活性化の事業推進の中で既に
取り組んでいます。

政策局
国際文化観光局
産業労働局
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22G10501

PJ2医療

人口減少と高齢化が進む中、Ａ
ＩやＩＴなどの最新技術を用い
た診療を県として推進し、県全
体に普及させる必要があると考
える。
ＩＴを用いた診療の普及を行う
事で、山間地に住む移動の難し
い高齢者や近隣に病院の無い住
民などを対象としたオンライン
診療の実施が可能となるほか、
未病の対策に繋がる。
しかし、オンライン診療は最新
機器が必要で、高齢者にとって
複雑な機械の操作が求められて
しまう。そのため。丁寧な説明
を重ねて行くほか、かかりつけ
医などからオンライン診療の周
知を行うなどが必要になると考
える。
また、この欠点を補完するもの
として、ＡＩによる自動診断の
普及が必要だと考える。
ここまでで述べたそれぞれの診
療方法が補い合う形を取る事
で、県内における医療の促進に
繋がると考える。

3

オンライン診療の推進について
は、医療へのアクセス向上及び
在宅医療提供体制の効率化を図
り、平時・非常時にかかわら
ず、県民が適切な医療を受けら
れる体制を整備することになる
ので、今後の取組みの参考とさ
せていただきます。

健康医療局

22G10601

柱Ⅱ経済のエンジン

近年SDGｓが流行しており、地
球温暖化に拍車をかけないため
にも地球環境にも配慮でき安全
性の面でも両立できる風力発電
や太陽光発電をさらに取り入れ
るべきだと考える。


2
ご意見については、エネルギー
の事業推進の中で既に取り組ん
でいます。

産業労働局

22G10602

柱Ⅱ経済のエンジン
箱根や鎌倉以外の観光地として
のブランド化を進めなければな
らないと考える。具体的には全
国にアンテナショップを設置し
たり、ブランド化したい地域を
舞台に映画やアニメ、漫画を制
作することが考えられる。

2

観光振興を図る中で、神奈川県
観光協会と連携しながら、県内
におけるアンテナショップの運
営やロケーションサポートデス
クの設置を行っています。

国際文化観光局
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22G10701

PJ1未病
超高齢社会を迎えている中、健
康寿命を延ばすために課題は、
生活習慣病だと考える。その予
防のため、軽い運動をおすすめ
することが重要だと考える。例
えば、手軽な運動を毎日10分程
度行うこと、具体的には、掃除
や庭いじりなどでいいので日常
生活で体を動かすこと、音楽3
曲分歩いたり、家からクルマで
ちょっとしたお出かけをする10
分程度の距離を歩くといった苦
しくない程度運動をおすすめす
るべきだと思う。

2

ご意見については、スポーツの
事業推進の中ですでに取り組ん
でいます。
なお、未病改善には｢食・運
動・社会参加｣の３つの取組が
重要です。より県民の皆様に取
り組んでいただけるよう、バラ
ンスのよい食事や口の健康対
策、室内でも体を動かす工夫、
電話やメールを活用した交流な
ど、取り組んでいただきたい未
病改善の取組みをホームページ
や県のたよりなどで周知啓発を
しています。

スポーツ局
健康医療局

22G10801

PJ22環境

ごみの分別は面倒な作業ではあ
るが、環境の面で考えると切り
離すことはできない問題であ
る。
ただ、分別は徹底されてはいる
が分別方法などの説明が曖昧で
わかりづらいものも見受けられ
るため、わかりやすく説明をし
てほしい。

3

ごみの分別方法の周知について
は、法令上、市町村が行う事業
とされており、県の施策には反
映できませんが、ご意見につい
ては、今後の取組みの参考とさ
せていただきます。

環境農政局

22G10901

PJ3高齢者

高齢化が進む中、高齢者が住み
やすいまちづくりが重要だ。具
体的には、コミュニティを増や
すことや、社会・地域との交流
活動、福祉サービスを充実させ
ることが挙げられる。定年を延
ばすことや定年後も働ける環境
を作ることも良いと思う。

2

ご意見については、高齢者、雇
用、地域包括ケアシステムの推
進及び高齢者の健康・生きがい
づくりの事業推進の中で既に取
り組んでいます。

政策局
福祉子どもみらい局
産業労働局
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